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小学校の統廃合が続いていた時代は、少子化が課題で

あった港区。今では23区でもトップクラスの出生率にな

りました。港区の人口は25万７千人、８年後には30万人

を超えると予測され、25年ぶりに新しい小学校が芝浦

に、4年後の開校が予定されています。

私は、議員になって４期16年間、議会の中で様々な

提案をしてきました。

多くの子どもでにぎわうまちにしたいという私

の様々な提案は、保育園の待機児童解消策、妊婦

健診の無料化、出産費用の助成、ちいばすの妊産

婦無料化、子ども医療費助成など、数えきれないほ

どの子育て支援を充実させてきました。

そして、82 ヶ国の大使館がある港区らしい国際学

級の設置、学童クラブの６年生までの延長。教育、福

祉、介護、環境、防災、暮らしにかかわる多くのこと、子どもたち

から高齢者の方々のすべての世代の声を届けてきました。しか

し、解決していかなければならない課題が港区には山積みです。

日本では格差が拡大しています。生活が厳しい家庭がありま

す。区民の悩みは私の宿題として一緒に解決していきます。働き

たくても正規雇用がみつからない、年金が引き下げられ生活が

厳しい、困っている方々に寄り添う政治をこれからもしていき

たい。

命と暮らしを最優先させる政治を。

平和で安全安心なまちを港区からつくっていきたい。

10年後、20年後も考えたまちをつくっていきます。

港区議会議員（社民党）

あべひろこ
命 と 暮 ら し を 最 優 先 ！！

阿部 浩子

あべひろこ（阿部浩子）プロフィール
●区民文教常任委員会委員長
●東京オリンピック・パラリンピック対策
特別委員会
●Ｓ43.2.7生、秋田県出身
●昭和女子大学短期大学部食物科学科卒業、
秋田テレビ株式会社、老人保健施設（栄養
士）、衆議院議員秘書、Ｈ15年初当選、現在
4期目
●栄養士、東京都動物愛護推進員、麻布消防
団員、防災士
●NPO法人みなと子ども食堂理事
●家族：夫、娘（区立小6年）
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私は小学校6年生の娘がいます。
議員の仕事と子育ての両立をしてきました。
出産費用の助成、ちいばすの無料化、子育て広

場の設置等実現してきました。これからも安心し
て子育てができる港区をつくります。
保育園の待機児童をなくします。
幼稚園の3歳児入園の定員を拡大をします。
学童クラブの充実

につとめます。
男性・女性の両方

の視点から子育てを
支援します。
また、福祉や介護

の充実を進めます。

再生可能なエネルギーで原発ゼロの社会に。
羽田空港の新ルートの中止、米軍麻布ヘリ

ポート基地の撤去を実現しま
す。
資源の３R化をすすめてい

きます。港区は全国の地方自
治体の国産木材を使用するこ
とで地球温暖化防止の取組を
しています。

児童虐待が港区からなく
なるように、早期発見早期
支援、港区に児童相談所
も併設した港区家庭総
合支援センターを計
画通りにすすめて
いきます。

災害があった時に区民の命を守るため、9年間
地域の消防団員として活動してきました。
地域の防災リーダーとして防災士の資格も取

得し、地域の防災協議会にも参加しています。
近い将来必ず起こる地震に備え、港区の避難

所の整備、地域の防災力を高めます。
消防団員が活動しやすい環境を整備します。
地域の防災リー

ダーとして、防災の
意識向上に取り組み
ます。
女性の視点から

防災備蓄物資を整備
します。

13年間動物愛護推進員として活動しています。
飼い主のいないネコの手術助成金も大幅に改

善しました。
阿部浩子は、港区から動物

の殺処分をゼロにします。
譲渡会の支援に取り組

みます。
ドックランの拡大を

します。

命をまもる命 をまもる命 をまもる

東京都動物愛護推進員として東京都動物愛護推進員として東京都動物愛護推進員として

環 境をまもる環 境をまもる環 境をまもる

女性として子育て議員として女性として子育て議員として女性として子育て議員として子どもたちの笑顔のために子どもたちの笑顔のために子どもたちの笑顔のために

消防団員として、防災士として消防団員として、防災士として消防団員として、防災士として

子どもの貧困が社会問題になっています。港区
でも経済的に厳しい子どもや孤食の子どもたち
がいます。
私は、子どもたちの支援のため「子ども食堂」

の開設を4年前の公約として約束しました。
現在、港区では「子ども食堂」が一つの地域で

始まり、食事だけではなく、学習支援、居場所づ
くりを行っています。
阿部浩子も栄養士の資格をいかし、献立作成や

調理のお手伝いをしてい
ます。「子ども食堂」は、季
節感あふれるあたたかい
食事をみんなで楽しく食
べる場所です。港区のもっ
と多くの地域に「子ども食
堂」が必要です。

あ べ ひ ろ こ の 活 動あ べ ひ ろ こ の 活 動

阿部浩子は、
命と暮らしを最優先する政治をつくります。


